
福島建設工業新聞               平成27年9月30日付

第三種郵便物認可 平成27年（2015年）９月30日（水曜日）（2）
　
今
年
度
第
７
回
ヘ
リ
テ
ー

ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
習

会
が
こ
の
ほ
ど
、
福
島
市
の

御
倉
邸
（
旧
日
本
銀
行
福
島

支
店
長
役
宅
）で
開
か
れ
た
。

稲
垣
智
也
文
化
庁
文
化
財
部

参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
登

録
部
門
文
部
科
学
技
官
を
講

師
に
、「
文
化
財
建
造
物
の

保
存
と
活
用
」「
登
録
有
形

文
化
財

　
制
度
と
準
備
」
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。
受

講
生
を
５
班
に
分
け
、
御
倉

邸
の
保
存
活
用
例
を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
た
。受
講
生
か
ら
は「
世
代

間
交
流
の
場
と
す
る
た
め
市

公
園
の
縛
り
を
外
し
飲
食
を

提
供
」「
90
年
を
経
て
も
活

用
で
き
る
木
造
に
触
れ
る
こ

と
で
建
物
に
対
す
る
意
識
を

変
え
た
い
。
県
庁
～
船
着
場

も
含
め
た
物
語
を
表
す
仕
掛

け
を
作
り
サ
イ
ン
、
茶
屋
の

充
実
を
」「
付
近
に
は
福
島

城
を
基
点
に
寺
が
多
い
が
、

こ
れ
ら
を
理
解
で
き
る
町
並

み
に
な
っ
て
い
な
い
。
御
倉

邸
を
登
録
文
化
財
と
し
て
町

づ
く
り
の
起
爆
剤
に
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
稲
垣

氏
は
「
場
所
性
も
あ
る
が
、

御
倉
邸
と
い
う
建
築
物
そ
の

も
の
に
焦
点
を
当
て
た
考
察

も
ほ
し
い
」
と
総
括
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
先
立
ち
稲
垣
氏

は
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物

制
度
の
概
要
を
説
明
し
た
。

同
制
度
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
の
建
造
物
消
失
や
近
代

建
築
の
保
護
に
関
す
る
気
運

の
高
ま
り
を
受
け
て
平
成
８

年
に
創
設
さ
れ
た
。

　
文
化
財
に
は
有
形
、無
形
、

民
俗
各
文
化
財
と
記
念
物
、

文
化
的
景
観
、
伝
統
的
建
造

物
群
が
あ
る
が
有
形
文
化
財

で
は
重
要
文
化
財
、
こ
の
う

ち
さ
ら
に
価
値
の
高
い
も
の

を
国
宝
と
し
て
指
定
す
る
。

国
宝
と
重
要
文
化
財
の
一
番

の
違
い
は
、
毀
損
や
滅
失
な

ど
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
国

宝
は
文
化
庁
長
官
自
ら
修
理

等
が
で
き
る
が
、
重
要
文
化

財
は
当
該
所
有
者
に
勧
告
・

命
令
し
か
下
せ
な
い
点
に
あ

る
と
い
う
。

　
登
録
有
形
文
化
財
は
、
保

存
と
活
用
の
た
め
の
措
置
が

特
に
必
要
な
も
の
を
所
有
者

ら
が
具
申
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
で
登
録
さ
れ
る
。

　
修
繕
の
た
め
の
補
助
は
修

理
と
付
属
設
備
設
置
改
修
工

事
に
か
か
る
設
計
監
理
の
50

％
の
み
。
優
遇
措
置
と
し
て

相
続
財
産
評
価
額
を
３
／
10

控
除
、
家
屋
の
固
定
資
産
税

を
１
／
２
減
税
（
こ
れ
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
に
基
づ
く

算
定
を
行
う
都
市
計
画
税
も

減
額
さ
れ
る
）
が
あ
る
。
ま

た
滅
失
、
毀
損
、
現
状
変
更

（
移
築
や
通
常
望
見
で
き
る

範
囲
の
１
／
４
超
の
変
更
）、

所
有
者
変
更
に
は
届
出
が
必

要
。
維
持
や
応
急
の
措
置
は

含
ま
な
い
。

　「
通
常
望
見
」
に
は
、
周

り
か
ら
見
え
る
外
壁
や
屋
根

な
ど
が
該
当
し
、
内
部
改
修

や
他
の
建
築
物
で
見
え
な
い

場
合
は
含
ま
れ
な
い
。
雨
ど

い
、
空
調
な
ど
の
設
備
設
置

に
届
出
は
い
ら
な
い
が
、
屋

根
の
形
や
勾
配
、
素
材
変
更

は
場
合
に
よ
っ
て
届
け
が
必

要
と
な
る
。

　
登
録
の
抹
消
は
「
保
存
、

活
用
の
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場

合
」「
そ
の
他
特
殊
な
事
由
」

の
場
合
の
み
。
災
害
や
建
て

替
え
に
よ
る
構
造
・
形
式
の

大
幅
な
変
更
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
自
己
都
合
や
耐
震

性
不
足
だ
け
で
は
特
殊
事
由

に
は
当
た
ら
ず
、
当
該
建
物

が
存
在
す
る
の
に
登
録
を
抹

消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
Ｈ
Ｍ
に
は
、
平
時
で
は
専

門
家
の
育
成
、
歴
史
的
建
造

物
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
、

地
域
の
文
化
財
の
発
見
・
評

価
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存

活
用
に
関
す
る
「
知
恵
袋
」、

有
事
は
被
災
物
件
の
保
存
に

関
す
る
判
断
、
応
急
処
置
に

関
す
る
助
言
な
ど
を
期
待
し

て
い
る
が
、
保
存
活
用
計
画

の
策
定
や
登
録
文
化
財
候
補

物
件
調
査
・
資
料
調
整
作
業

を
行
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
期

待
す
る
項
目
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
も

な
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
歴

史
的
建
造
物
が
、
応
急
危
険

度
判
定
に
よ
り
「
危
険
」
と

判
断
さ
れ
た
こ
と
が
、
解
体

に
つ
な
が
っ
た
例
も
多
い

が
、
文
化
庁
で
は
発
災
３
週

間
後
の
23
年
４
月
７
日
、
都

道
府
県
教
育
委
員
会
宛
て
に

国
土
交
通
省
に
照
会
し
た
同

制
度
の
目
的
を
通
知
。「
余

震
な
ど
に
よ
る
２
次
的
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
倒
壊
の

危
険
性
や
外
壁
・
窓
ガ
ラ
ス

の
落
下
な
ど
の
危
険
性
を
判

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
律

か
つ
即
座
に
取
り
壊
し
を
求

め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す

る
回
答
を
示
し
た
が
、
十
分

に
届
か
な
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
静
岡
県
建
築
士

会
（
ヘ
リ
テ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
）
で
は
、
応
急
危

険
度
判
定
の
際
に
「
歴
史
的

か
つ
文
化
的
に
価
値
の
高
い

貴
重
な
建
築
物
」
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
修
理
修
復
の
際

の
連
絡
先
を
記
載
し
た
用
紙

も
判
定
と
と
も
に
被
災
建
築

物
に
掲
示
し
、
滅
失
を
防
ぐ

仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
る

と
い
う
。

　
登
録
有
形
文
化
財
の
修
理

に
は
「Authenticity

（
真

実
性
）
の
保
持
」
と
い
う
大

原
則
が
あ
り
、
①
意
匠
②
材

料
③
構
法
④
環
境
―
の
そ
れ

ぞ
れ
に
真
実
性
が
必
要
と
な

る
。
法
隆
寺
を
世
界
遺
産
に

登
録
す
る
際
に
、
保
存
修
理

の
方
法
で
議
論
と
な
っ
た

が
、
奈
良
会
議
（
奈
良
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
）
で
こ
の
厳
格
な

真
実
性
の
運
用
か
ら
、「
文

化
・
社
会
は
固
有
の
形
式
と

手
法
に
根
ざ
し
、
尊
重
す
べ

き
」
と
し
たDiversity

（
多

様
性
）
の
概
念
が
取
り
入
れ

ら
れ
木
造
建
築
の
特
殊
性
が

認
め
ら
れ
、
法
隆
寺
は
世
界

遺
産
と
な
っ
た
。

　
文
化
財
修
理
は
丁
寧
な
解

体
と
解
体
に
伴
う
十
分
な
調

査
が
必
要
で
、こ
こ
で
も「
真

実
性
が
大
前
提
」
と
な
る
た

め
、
新
規
の
技
術
や
材
料
の

使
用
は
慎
重
を
期
す
。
仏
像

に
防
炎
処
理
の
薬
剤
を
塗
布

す
る
例
が
あ
る
が
、
２
０
０

年
後
に
ど
う
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
。
昭
和
30
年
代
に
は

修
理
の
材
料
に
樹
脂
が
流
行

し
た
が
現
在
、
剥
落
も
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
最
先
端
の

材
料
使
用
に
は
慎
重
を
重
ね

る
。
逆
に
古
臭
い
や
り
方
や

技
術
は
、
歴
史
が
あ
る
か
ら

こ
そ
安
心
と
な
る
。

　
現
在
の
技
術
で
は
難
し
い

場
合
は
記
録
で
保
存
す
る
。

「
解
体
す
る
か
ら
、
調
査
は

必
要
な
い
」
と
す
る
見
方
が

あ
る
が
、
な
く
す
も
の
だ
か

ら
こ
そ
調
査
記
録
は
必
要
と

な
る
。

　
実
際
に
文
化
財
登
録
を
す

る
場
合
の
留
意
点
は
①
物
件

概
要
（
写
真
・
配
置
図
）
②

特
徴
・
評
価
資
料
（
調
査
結

果
、
専
門
家
の
所
見
）
③
所

有
権
の
所
在
④
所
有
者
の
同

意
―
を
示
す
資
料
を
添
付
す

る
こ
と
。「
当
該
建
物
が
ど

の
よ
う
な
価
値
を
持
つ
の

か
」を
示
す
こ
と
が
重
要
で
、

所
見
は
Ａ
４
判
１
枚
程
度
に

簡
潔
に
ま
と
め
る
。
写
真
は

「
お
見
合
い
写
真
」
と
同
じ

で
、
周
囲
を
片
付
け
た
上
で

全
体
と
特
徴
的
な
部
位
を
貼

付
す
る
。

　 【
御
倉
邸
】  

信
達
地
方
の

養
蚕
の
発
展
と
東
北
、
奥
羽

本
線
の
分
岐
で
あ
り
交
通
の

要
衝
で
あ
る
こ
と
を
背
景
に

明
治
32
年
、
東
北
初
の
日
銀

出
張
所
が
福
島
市
（
旧
福
島

町
）
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
役

宅
と
し
て
明
治
２
年
に
建
築

さ
れ
た
。
福
島
城（
現
県
庁
）

南
側
に
当
た
り
、
東
側
を
流

れ
る
阿
武
隈
川
沿
い
に
板
倉

藩
、
米
沢
藩
の
米
蔵
が
並
ぶ

一
角
で
現
在
も
蔵
を
利
用
し

た
店
、
住
宅
が
往
時
を
し
の

ば
せ
る
。

　
役
宅
は
純
和
風
建
築
で
木

造
平
屋
、
寄
棟
瓦
葺
。
26
畳

の
大
広
間
に
も
な
る
和
室
と

生
活
ス
ペ
ー
ス
の
８
畳
２

間
、
４
畳
半
１
間
、
洋
室
１

室
が
市
民
に
廉
価
で
貸
し
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
倉

庫
、
書
斎
、
応
接
室
、
和
室

２
部
屋
な
ど
が
あ
る
。

　
当
時
の
迎
賓
館
的
な
役
目

を
担
っ
て
お
り
、
来
賓
は
玄

関
か
ら
中
庭
を
見
な
が
ら
畳

廊
下
を
渡
り
、
川
に
面
し
た

大
広
間
に
通
し
た
と
み
ら
れ

る
。
こ
こ
か
ら
は
弁
天
橋
付

近
か
ら
大
き
く
弓
な
り
に
右

折
す
る
阿
武
隈
川
が
望
め

る
。
手
作
り
の
ガ
ラ
ス
製
戸

や
竹
製
の
襖
、
電
灯
、
猫
間

障
子
、
電
話
室
な
ど
が
当
時

を
偲
ば
せ
る
。
平
成
12
年
に

福
島
市
が
取
得
し
、
都
市
公

園
・
御
倉
町
地
区
公
園
と
し

て
開
園
し
た
。
敷
地
内
に
は

旧
米
沢
藩
米
蔵
、
川
に
は
船

着
場
も
整
備
し
て
い
る
。

Ｈ

Ｍ

講

習

御
倉
邸
活
用
策
で
Ｗ
Ｓ

稲
垣
文
化
庁

技
官
が
講
師
　

登
録
文
化
財
制
度
学
ぶ

講
師
の
稲
垣
氏

ワークショップでの成果を発表する
受講生（上）と御倉邸

　
県
下
水
道
公
社
（
松
本
英

夫
理
事
長
）
は
27
日
、
伊
達

市
の
伊
達
ふ
る
さ
と
会
館
で

快
適
生
活
　
下
水
道
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
５
」
を
開
い
た

 

＝
写
真  

。
約
４
０
０
人
が
来

場
し
、
東
京
海
洋
大
学
客
員

准
教
授
で
タ
レ
ン
ト
の
さ
か

な
ク
ン
の
記
念
講
演
な
ど
を

通
じ
て
、
水
環
境
や
下
水
道

に
対
す
る
関
心
を
深
め
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
下
水
道

普
及
啓
発
事
業
の
一
環
と
し

て
県
内
各
地
で
開
催
し
て
お

り
今
回
が
12
回
目
。
伊
達
市

と
の
共
催
で
県
、
県
下
水
道

協
会
、
全
国
町
村
下
水
道
推

進
協
議
会
県
支
部
、
阿
武
隈

川
上
流
県
北
流
域
下
水
道
促

進
協
議
会
ら
が
後
援
し
た
。

　
松
本
理
事
長
が
「
本
県
の

下
水
道
普
及
率
（
約
51
％
）

は
全
国
平
均
（
約
78
％
）
と

比
べ
低
い
。
美
し
い
水
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は
わ
れ
わ
れ
の
大
き
な
使

命
。
水
環
境
へ
の
関
心
や
下

水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

鴫
原
貞
男
伊
達
市
副
市
長

は
、「
快
適
で
便
利
な
生
活

基
盤
の
整
備
に
向
け
て
、
下

水
道
の
未
整
備
地
域
の
早
期

解
消
を
図
る
」
と
あ
い
さ
つ

　
県
電
設
業
協
会
（
坂
本
幹

夫
会
長
）
は
26
日
か
ら
28
日

ま
で
の
３
日
間
、
郡
山
市
安

積
町
の
県
南
電
気
工
事
協
同

組
合
会
館
で
、
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

に
伴
う
受
験
準
備
講
習
会

（
実
地
）
を
開
い
た
。
出
席

者
は
全
員
合
格
へ
向
け
て
気

持
ち
を
引
き
締
め
た
。

　
同
協
会
技
術
委
員
会
の
主

催
で
、
受
験
生
の
弱
点
克
服

と
実
践
力
を
養
う
た
め
に
開

い
た
も
の
で
受
験
予
定
者
23

人
が
出
席
。
初
め
に
佐
藤
春

幸
技
術
委
員
長
が
「
３
日
間

の
講
習
を
実
り
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
全
員
合
格
を
果
た

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
業
界
О
Ｂ
で
イ
ー
ハ
ー
ト

プ
ラ
ン
代
表
の
鷲
目
智
春
氏

が
講
師
を
務
め
た
。
建
設
業

法
に
お
け
る
１
級
施
工
管
理

技
士
の
位
置
付
け
か
ら
過
去

の
出
題
傾
向
、
安
全
・
品
質

管
理
、
体
験
現
場
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
工
程
表
の
概
要
説
明

と
記
述
方
な
ど
実
技
演
習
形

式
で
講
義
を
行
っ
た
。

　
本
試
験
は
今
月
18
日
に
行

わ
れ
る
。

　
県
教
育
庁
は
18
日
、
小
高

商
・
工
統
合
実
習
棟
新
築
ほ

か
設
計
業
務
を
入
札
。
湧
設

計
が
２
０
３
９
万
円（
税
別
）

で
落
札
し
た
。
商
業
実
習
棟

（
Ｓ
造
２
階
建
て
延
べ
１
２

１
０
平
方
㍍
）を
新
築
。既
存

校
舎
ト
イ
レ
を
改
修
し
昇
降

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
。
小

高
商
高
は
、
小
高
工
高
と
の

統
合
が
決
ま
り
、
同
工
高
施

設
を
再
編
し
て
対
応
す
る
。

　
同
日
、
県
中
地
区
養
護
学

校
関
係
２
件
を
入
札
。
高
等

部
校
舎
改
修
ほ
か
設
計
は
香

設
計
が
５
２
３
万
円
、
小
中

学
部
校
舎
改
修
ほ
か
設
計
は

村
上
設
計
事
務
所
が
８
０
５

万
円
で
落
札
し
た
。

　
高
等
部
は
船
引
高
校
内
に

設
置
す
る
た
め
校
舎
と
屋
外

ト
イ
レ
新
築
。
小
中
学
部
は

旧
春
山
小
学
校
を
改
修
し
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
を
増

築
す
る
。

　
納
期
は
い
ず
れ
も
28
年
２

月
で
次
年
度
工
事
に
入
る
。

状
を
贈
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
伊
達
市
が
下

水
道
ま
つ
り
を
開
き
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
て
下

水
道
の
普
及
啓
発
を
図
っ

た
。
県
下
水
道
公
社
は
マ
ン

ホ
ー
ル
接
続
型
災
害
ト
イ
レ

の
展
示
な
ど
を
行
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
提
出
書

類
の
不
備
な
ど
で
毎
年
３
割

程
度
が
無
効
に
な
る
公
共
事

業
労
務
費
調
査
の
棄
却
率
改

善
に
向
け
、
28
日
付
で
正
確

な
調
査
票
の
記
載
や
根
拠
資

料
の
添
付
を
依
頼
す
る
事
務

連
絡
を
建
設
業
団
体
約
60
団

体
に
送
付
し
た
。
調
査
の
対

象
工
事
約
１
万
３
０
０
０
件

の
元
請
・
下
請
を
地
域
ご
と

に
集
め
た
説
明
会
も
10
月
中

旬
ま
で
開
か
れ
て
お
り
、
同

省
は
こ
の
説
明
会
で
も
11
月

の
会
場
審
査
に
お
け
る
根
拠

資
料
（
賃
金
台
帳
、
就
業
規

則
な
ど
）
の
準
備
を
呼
び
掛

け
る
。

　
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

を
算
定
す
る
際
の
基
礎
と
な

る
労
務
費
調
査
で
は
、
国
・

都
道
府
県
・
政
令
市
・
独
立

行
政
法
人
の
発
注
者
が
調
査

対
象
と
な
る
公
共
工
事
を
選

定
し
、
予
定
価
格
の
積
算
に

使
用
す
る
51
職
種
の
現
場
労

働
者
の
10
月
の
賃
金
（
一
部

９
月
の
賃
金
も
対
象
）
を
調

査
す
る
。

　
27
年
度
の
調
査
で
は
、
対

象
工
事
と
し
て
約
１
万
３
０

０
０
件
が
無
作
為
で
抽
出
さ

れ
、
現
場
に
従
事
す
る
約
16

万
人
の
賃
金
を
調
べ
る
。
調

査
対
象
の
工
事
を
受
注
し
て

い
る
元
請
・
下
請
は
、
11
月

に
地
方
整
備
局
や
県
庁
に
設

置
さ
れ
る
調
査
会
場
で
、
事

前
に
記
入
し
た
調
査
票
と
と

も
に
、
賃
金
台
帳
・
就
業
規

則
、
振
込
明
細
、
作
業
日
報
・

出
勤
簿
な
ど
の
根
拠
資
料
の

提
出
が
求
め
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
例
年
の
調
査
で
は

こ
れ
ら
の
提
出
書
類
の
不
備

で
、
調
査
が
無
効
に
な
る
ケ

ー
ス
が
全
体
の
３
割
強
で
発

生
し
て
い
る
。
国
交
省
は
、

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
企
業

を
対
象
に
９
月
17
日
か
ら
説

明
会
を
開
き
、
棄
却
率
の
改

善
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
に

加
え
28
日
に
は
、
元
請
・
専

門
工
事
業
関
連
の
建
設
業
団

体
に
事
務
連
絡
を
送
付
し
、

会
員
企
業
へ
の
周
知
を
求
め

た
。

　
昨
年
度
に
調
査
票
が
棄
却

さ
れ
た
主
な
理
由
と
し
て
は

「
所
定
労
働
時
間
が
法
定
の

週
40
時
間
以
内
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
な
い
」（
22
％
）、

「
調
査
票
記
入
事
項
の
根
拠

資
料
（
就
業
規
則
、
賃
金
台

帳
な
ど
）
が
な
い
」（
９
％
）

が
多
く
、
国
交
省
は
調
査
対

象
の
企
業
に
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。

　
来
年
度
の
労
務
単
価
は
、

労
務
費
調
査
の
集
計
を
経
て

28
年
３
月
ま
で
に
決
定
・
公

表
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

 

合
格
を
目
指
し
講
習
を
受
講

す
る
参
加
者  

し
た
。

　
９
年
連
続
の
参
加
と
な
っ

た
、
さ
か
な
ク
ン
が
「
知
っ

て
る
？
水
環
境
と
お
さ
か
な

の
生
活
」
と
題
し
て
講
演
。

伊
達
市
内
を
流
れ
る
河
川
の

環
境
保
全
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
環
境
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
伊
達
の
菅
野
幸
雄

理
事
長
が
活
動
発
表
を
行
っ

た
。
８
月
の
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
に
輝
い
た
伊

達
市
立
伊
達
小
学
校
吹
奏
楽

部
が
演
奏
を
披
露
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

　
席
上
、
阿
武
隈
川
上
流
流

域
下
水
道
・
県
北
処
理
区
を

構
成
す
る
福
島
・
伊
達
市
、

桑
折
・
国
見
町
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
下
水
道
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を

行
い
、
下
水
道
公
社
理
事
長

賞
の
阿
部
蒼
空
乃
さ
ん
（
鳥

川
小
学
校
３
年
）、
横
山
佳

音
さ
ん
（
同
６
年
）
ら
に
賞

　
建
設
業
振
興
基
金
は
、
社

会
保
険
労
務
士
法
人
エ
ー
ル

の
監
修
で
『
中
小
建
設
業
の

た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
』を
発
刊
し
た
。

10
月
か
ら
個
人
向
け
通
知
カ

ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
で
、
企
業
側
に

求
め
ら
れ
る
準
備
・
対
応
を

ま
と
め
た
も
の
。
制
度
導
入

で
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易
に
な
る

社
会
保
険
加
入
や
一
人
親
方

な
ど
、
建
設
業
に
特
化
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
の
留
意

点
も
示
し
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

10
月
以
降
、
住
民
票
が
あ
る

全
て
の
国
民
に
発
行
さ
れ
る

12
ケ
タ
の
番
号
を
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
３
分

野
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
行

政
に
よ
る
情
報
管
理
の
効
率

化
を
図
る
仕
組
み
。
個
人
に

対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

別
に
法
人
に
は
13
ケ
タ
の
法

人
番
号
も
通
知
さ
れ
る
。

　
事
業
者
は
、
社
会
保
障
と

税
の
手
続
き
の
書
類
作
成
に

従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
る
た
め
、
従
業
員

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
建
設
業
で
は
、
社
会
保
険

へ
の
加
入
を
免
れ
る
な
ど
の

理
由
で
、
技
能
労
働
者
の
雇

用
と
外
注
と
し
て
の「
請
負
」

を
あ
い
ま
い
に
す
る
実
態
も

見
ら
れ
る
。
同
著
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
法
人
番
号
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
単

位
で
加
入
済
み
で
あ
っ
て

も
、
未
加
入
の
従
業
員
が
い

る
と
い
う
従
業
員
単
位
で
の

加
入
の
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易
に

な
る
と
指
摘
。
適
正
な
加
入

手
続
き
を
講
じ
る
必
要
性
な

ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
全
１
１

６
ペ
ー
ジ
で
定
価
６
０
０

円
。
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

は
大
成
出
版
社
☎
03
（
３
３

２
１
）
４
１
３
１
。

　
国
土
交
通
省
は
、
法
定
福

利
費
を
内
訳
明
示
し
た
見
積

書
（
標
準
見
積
書
）
の
作
成

能
力
の
向
上
を
目
的
に
「
中

小
建
設
業
者
の
た
め
の
『
法

定
福
利
費
セ
ミ
ナ
ー
』」
を

10
～
12
月
に
全
国
10
会
場
で

開
く
。
希
望
者
は
、
社
会
保

険
料
の
算
出
方
法
や
法
定
福

利
費
、
建
設
業
会
計
な
ど
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料

で
受
講
で
き
る
。
25
日
か
ら

受
講
申
し
込
み
の
受
付
を
開

始
し
た
。

　
国
交
省
が
今
年
３
月
に
改

訂
し
た
「
社
会
保
険
の
加
入

に
関
す
る
下
請
指
導
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
、
元
請
な
ど

が
下
請
に
標
準
見
積
書
を
提

出
さ
せ
る
こ
と
を
見
積
条
件

と
し
、
併
せ
て
、
提
出
さ
れ

た
標
準
見
積
書
を
尊
重
し
、

法
定
福
利
費
を
適
切
に
支
払

う
こ
と
を
求
め
た
。

　
そ
の
一
方
で
「
標
準
見
積

書
に
盛
り
込
む
法
定
福
利
費

の
算
出
方
法
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
専
門
工
事
業

者
か
ら
の
声
も
根
強
く
あ
る

た
め
、
国
交
省
が
費
用
を
負

担
し
法
定
福
利
費
の
算
出
方

法
、
法
定
福
利
費
を
は
じ
め

と
す
る
原
価
な
ど
の
計
数
管

理
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
く
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
主
な
対
象
者

は
、
社
会
保
険
の
加
入
義
務

が
あ
り
、
法
定
福
利
費
の
事

業
主
負
担
分
を
算
出
す
る
必

要
の
あ
る
「
法
人
」
と
「
常

時
５
人
以
上
の
従
業
員
を
使

用
す
る
個
人
事
業
主
」。
講

師
は
、
建
設
業
の
労
務
管
理

な
ど
に
関
す
る
著
書
も
あ
る

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
木

田
修
氏
が
務
め
る
。

　
参
加
申
し
込
み
は
、
国
交

省
か
ら
業
務
を
受
託
し
た
建

設
産
業
経
理
研
究
機
構
で
受

け
付
け
る
。
同
機
構
が
開
設

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
受
付
サ
イ

ト
な
ど
か
ら
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
る
。
定
員
は
東
京
会

場
が
２
５
０
人
、
大
阪
会
場

が
２
０
０
人
、
そ
の
他
の
会

場
が
１
０
０
人
程
度
。
問
い

合
わ
せ
先
は
同
機
構
☎
03

（
５
４
２
５
）
１
２
６
１
。

　
各
会
場
の
日
程
は
次
の
通

り
。

　
▽
札
幌
（
12
月
10
日
）
＝

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
仙
台

（
11
月
13
日
）
＝
フ
ォ
レ
ス

ト
仙
台
▽
東
京（
11
月
16
日
）

＝
浜
離
宮
建
設
プ
ラ
ザ
▽
新

潟
（
12
月
１
日
）
＝
新
潟
県

建
設
会
館
▽
名
古
屋
（
12
月

７
日
）
＝
愛
知
県
建
設
業
会

館
▽
大
坂
（
12
月
４
日
）
＝

エ
ル
お
お
さ
か
▽
広
島
（
10

月
23
日
）
＝
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

▽
高
松
（
11
月
19
日
）
＝
高

松
商
工
会
議
所
▽
福
岡
（
10

月
29
日
）
＝
福
岡
商
工
会
議

所
▽
那
覇
（
12
月
18
日
）
＝

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　 【
１
日
】  

▼
国
土
交
通
省

が
、
社
会
保
険
未
加
入
の
１

次
下
請
排
除
対
策
の
試
行
を

全
工
事
に
拡
大
▼
東
北
農
政

局
が
会
津
南
部
農
業
水
利
事

業
所
を
設
置

　 【
４
日
】  

▼
南
会
津
町
新

庁
舎
建
設
工
事
が
起
工
（
東

邦
・
大
桃
・
金
子
特
定
Ｊ
Ｖ

ら
）
▼
来
春
卒
業
予
定
の
大

学
生
等
を
対
象
と
し
た
県
建

設
業
合
同
就
職
説
明
会

　 【
７
日
】  

▼
県
土
木
部
が

創
設
し
た
土
木
・
建
築
優
良

委
託
業
務
の
表
彰
式
。
知
事

表
彰
を
20
社
（
担
当
技
術
者

20
人
）
が
受
賞
▼
福
島
労
働

局
が
、
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会
県
支
部
な
ど
に
熱
中

症
防
止
対
策
の
徹
底
を
緊
急

要
請

　 【
８
日
】  

▼
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、

い
わ
き
市
で
初
の
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
世
界
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
福

島　 【
10
日
】  

▼
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ス
マ
ー

ト
・
エ
コ
パ
ー
ク
」
を
具
体

化
さ
せ
る「
ふ
く
し
ま
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
産
業
研
究

会
」
が
発
足

　 【
11
日
】  

▼
復
興
庁
が
福

島
再
生
加
速
化
交
付
金
（
帰

還
環
境
整
備
）
の
第
17
回
通

知
。
復
興
祈
念
公
園
調
査
費

な
ど
14
億
４
７
０
０
万
円

（
事
業
費
18
億
２
１
０
０
万

円
）
配
分

　 【
12
日
】  

▼
元
県
管
工
事

協
同
組
合
連
合
会
長
の
伊
藤

文
夫
氏
が
死
去
、
86
歳

　 【
13
日
】  

▼
東
日
本
大
震

災
復
興
特
別
区
域
法
に
基
づ

く
富
岡
町
の
復
興
整
備
協
議

会
が
設
立

　 【
14
日
】  

▼
政
府
が
国
土

形
成
計
画
、
国
土
利
用
計
画

を
閣
議
決
定
。
国
土
の
基
本

構
想
に
「
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
」
を
位
置
付
け

　 【
21
日
】  

▼
南
相
馬
市
・

小
高
区
市
街
地
整
備
（
復
興

拠
点
施
設
）
施
設
建
物
基
本

設
計
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
審
査
委
員
会
。
最
優
秀

に
山
本
堀
・
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー

ジ
設
計
共
同
体

　 【
26
日
】  

▼
県
が
一
般
会

計
総
額
１
６
０
億
９
９
０
０

万
円
の
27
年
度
９
月
補
正
予

算
案
を
発
表
。
復
興
公
営
住

宅
の
前
倒
し
着
工
分
な
ど
を

計
上

　 【
31
日
】  

▼
双
葉
郡
中
高

一
貫
校
整
備
事
業
（
県
立
ふ

た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
）
基
本
・
実
施
設
計

の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

２
次
審
査
。
委
託
候
補
者
に

辺
見
・
阿
部
設
計
共
同
体
▼

旧
永
田
小
学
校
を
改
修
し
た

平
田
村
・
新
役
場
庁
舎
が
完

成
・
引
渡
し

　
県
庁
近
隣
の
阿
武
隈
川
に

か
か
る
天
神
橋
が
、
昭
和
39

年
10
月
の
架
橋
か
ら
50
年
が

過
ぎ
た
こ
と
か
ら
27
日
、
同

橋
左
岸
の
Ｆ
Ｔ
Ｖ
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
。
主
催
の
後
藤
忠

久
福
島
の
城
下
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
長
は
「
地
域
の
象
徴

で
あ
り
、
重
要
な
交
通
の
動

脈
。
天
神
橋
の
果
た
し
て
き

た
役
割
に
感
謝
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
菊
田
秀
之
福
島

市
交
通
政
策
課
長
、
栗
田
外

美
東
北
地
方
整
備
局
福
島
河

川
国
道
事
務
所
伏
黒
出
張
所

長
ら
も
祝
辞
を
寄
せ
た
。

　
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
架

橋
年
生
ま
れ
の
４
人
を
交
え

近
隣
住
民
ら
が
天
神
橋
を
渡

り
、
橋
の
歴
史
を
感
じ
未
来

を
祈
っ
た
。
ま
た
左
岸
県
庁

側
に
設
置
さ
れ
た
説
明
道
標

の
除
幕
も
行
わ
れ
た
。
式
典

後
は
御
倉
邸
に
移
り
、
福
島

市
史
編
さ
ん
室
の
柴
田
俊
彰

氏
が
「
天
神
橋
界
隈
の
歴
史

～
天
神
河
岸
、
天
神
渡
そ
し

て
天
神
橋
」
と
題
し
て
歴
史

講
演
を
行
っ
た
。

　
一
帯
は
江
戸
時
代
か
ら
舟

運
が
盛
ん
で

「
天
神
の
渡

し
」
が
右
岸

の
渡
利
地
区

と
左
岸
の
御

倉
町
付
近
を

つ
な
い
で
い

た
。
昭
和
８

年
に
同
橋
を

含
む
荒
町
小
倉
寺
線
が
市
都

市
計
画
決
定
。
21
年
に
は
当

時
の
渡
利
村
が
福
島
市
に
合

併
す
る
際
に
架
橋
を
条
件
付

け
た
こ
と
も
あ
り
、
31
年
の

市
福
島
都
市
計
画
５
カ
年
計

画
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ

た
。

　
36
年
に
第
１
期
工
事
と
し

て
右
岸
橋
台
と
渡
利
側
取
り

付
け
道
路
に
入
り
３
年
の
事

業
計
画
だ
っ
た
が
、
補
助
金

の
削
減
や
地
価
の
急
騰
で
完

成
は
39
年
９
月
に
ず
れ
込
ん

だ
。
同
10
月
３
日
の
竣
功
祝

賀
は
市
や
市
商
店
街
連
合
会

に
よ
る
提
灯
パ
レ
ー
ド
、
鼓

笛
隊
も
あ
り
市
民
５
０
０
０

人
が
参
加
し
た
と
い
う
。
ゲ

ル
バ
ー
鋼
箱
型
桁
橋
で
橋
長

２
０
６
㍍
、
幅
員
12
㍍
。
橋

梁
に
は
水
道
管
、電
ら
ん
管
、

ガ
ス
管
も
通
る
。

湧
設
計
に
決
定
　
小
高
商
・
工

実
習
等
新
築

水
環
境
へ
の

関
心
深
め
る

下
水
道
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
４
０
０
人
が
来
場

■
　
■

　
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
■

　
■

月
間
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ・

8
月

法
定
福
利
費
セ
ミ
ナ
ー

全
国
10
会
場
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
刊

建
設
業
振
興
基
金

 

地
区
住
民
ら
に
よ
る
渡
り
初
め
再
現
（
上
）
と
説
明
道
標
の
除
幕  

架
橋
50
周
年
で
式
典

福
島
市
・

天
神

橋
　

歴
史
あ
る
地
域
つ
な
ぐ

県電設協

全
員
合
格
へ
23
人
が
受
講

１
級
施
工
管
理
士
の
準
備
講
習

労務費調査

棄
却
率
改
善
を
呼
び
掛
け

国
交
省
　

建
設
業
団
体
に
事
務
連
絡

復興のまち・自然と共生する地域づくりコンサルタント

木

日　　時 : 平成27年10月１日(木)午前10時～午後４時
相談番号 : ０２４－９４２－２００１

福 島 県 行 政 書 士 会

代表社員・行政書士　降矢　正美

福島市鎌田字町東 4-10

〒960-8141　福島市渡利字山ノ下前12-1　　　    
TEL（024）522-8728 ＦＡＸ522-8729

山澤祥一

建設業許可・経審・入札手続き
まかせて安心

【事務所】会津若松市材木町一丁目6番27号　TEL（0242）23-7186
FAX（0242）23-7187


